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　政府の「南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会」で，東海・東南海・南海地震の連動

と同様な事象や，あるいは大きめ規模の前震が発生した事例が，世界全体で，どの程度発生しているかが検討

された(内閣府，2017)．2017年地震学会秋季大会で，それに関連した報告を行ったが，引き続き解析を進め

たので，ここにまとめて紹介する． 

　1900年以降の地震についてISC-GEMとUSGSのデータから，96回のM8以上の地震の発生があり，その震央

の50㎞から500㎞のドーナツ型の領域内で，その地震(先行地震)のM－1以上の地震(後続地震)が3年以内に発

生したのは38事例，その内3日以内に発生したのは，10 事例であった．また，おおむねプレート境界近傍で地

震が発生していた(図1)．後続地震のMが小さいものが多く，38地震中20地震がM0.5差以内であった(図3)．こ

のことは本震・余震的であるといえるが，余震域の隣接域が拡大したとみられる事象もあった．なお，10事例

に挙げたものは，4例が隣接拡大とみられる．また，これらの地震の発生の仕方は，ポアソン的ではなく，地

震発生間隔は大森-宇津公式に従うべき乗的であった(図7)．1368回のM7以上の地震の発生があり，その震央

から半径50㎞以内に，その地震の後3年以内により規模大きい地震が発生したものは56事例，その内，1週間

以内に発生したのは24事例あった．また，連動した事例は，ほとんどプレート境界近傍で発生していた(図

2)．ただし，連動して発生する地震の多くは，56地震中48地震がM差0.5以下であり，同程度の規模の地震と

なることが多かった(図4)．また，地震発生の仕方も，M8と同様，べき乗的であった(図8)． 

　先行地震として大きい地震があれば，後続地震も大きくなる傾向があるように見える．先行地震をM7クラ

スとM8クラスに分けてみてきたが，大きい地震が発生すれば大きい地震が比較的早い時間内に続くという構

造は類似しているといえる．また，余震の数と同様な発生間隔の頻度の減衰を示しているようにも見える

が，地域によって短期間に連動する地域とそうでない地域があるように見える．ソロモン諸島の地震で

は，12日以内に連動している(図9)．領域によって，破壊が一度止まった後，隣接地域との境界付近で応力集

中が起こり，比較的早く次の破壊に移る場合と，応力集中が起きにくい場合があるように思える．
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